
 令和４年度 事業報告について 

 

【基本目標】 

 介護保険制度は制度開始後２２年経過した。昨年度の制度改正では感染症や災害への対

応力強化や、介護人材の確保・介護現場の革新等といった利用者が質の高いサービスを安

心して安定的に受けられることができる内容が盛り込まれ、包括的な支援・サービス提供

体制のより一層の強化が期待されている。 

全国よりも約１０年早いペースで進行している山口県の高齢化は「要介護高齢者の増加」

「介護期間の長期化」等により、介護ニーズが増大している。一方で「核家族化の進行」

「介護する家族の高齢化」等により家族機能が低下し、課題が複雑･多様化している。誰も

が生涯にわたり住み慣れた家庭や地域で安心していきいきと暮らし続けることができるよ

う、地域の特性に応じた地域包括ケアシステムをより一層、深化・推進していくことが必

要とされている。 

このような状況の中、制度の円滑な実施を図るため、本会では、医療・保健・福祉に携

わる各団体と密接に連携・協働し、その調整を図るとともに行政との連絡調整を緊密にす

ることを目的に次の事業を実施したので、その内容を報告する。 

 

【事業内容】 

１ 組織強化、財政基盤に関する事業 

   各関係団体・県との連携を図り、組織の充実強化に努めた。 

 

２ 介護サービスの質の向上の推進に関する事業 

（１）令和４年度 山口県介護保険関係団体フォーラムの開催 

  ア 期  日 令和４年１２月４日（日） 

イ 会  場 ＫＤＤＩ維新ホール ２０５会議室 

  ウ 開催方法 会場参集と Zoomウェビナーを使用してのオンライン開催 

  エ 内  容 

講演Ⅰ：「新型コロナウイルス感染症流行下で起こったことと認知症予防」  

広島大学大学院医系科学研究科共生社会医学講座 特任教授 石井 伸弥 氏 

    講演Ⅱ：「2024年介護保険法改正・報酬改定について」 

淑徳大学 総合福祉学部 社会福祉学科 

淑徳大学大学院 総合福祉研究科 社会福祉学専攻 教授 結城 康博 氏  

オ 参加者数 １２１人 

         ※内訳  オンライン参加者            ６９人 

        会場参加者                 ２７人 

              講  師           ２人 

              来賓、主催者         ４人  

        係  員          １９人 

              合  計         １２１人 



 

３ 各団体との連絡調整及び情報収集・提供に関する事業 

（１）介護保険関係団体連絡会議の実施 

  ア 第１回 

   (ｱ) 期  日 令和４年５月１１日（水） 

  (ｲ) 開催方法 Zoomによるオンライン会議 

  (ｳ) 参加団体 １９団体 

  (ｴ) 協議事項 ａ 第２２回山口県介護保険研究大会について 

         ｂ 現在の介護保険制度における課題や各団体の重点事業等について 

  イ 第２回 

   (ｱ) 期  日 令和５年３月１日（水） 

   (ｲ) 開催方法 Zoomによるオンライン会議 

   (ｳ) 参加団体 １８団体 

   (ｴ) 協議事項 ａ 「令和４年度 山口県介護保険関係団体フォーラム」の振り返り 

ｂ 情報交換  

（２）介護保険関係及び各団体活動等の情報収集・提供 

 

（３）山口県介護保険関係団体連絡協議会ホームページによる情報提供 

 

（４）山口県社会福祉協議会をはじめとした関係機関・団体等との連絡調整 

   関係機関・団体の各種委員会等へ本会より役員等が委嘱を受け出席した。 

  ア 関係機関・団体への委員等の派遣 

・山口県看護職員確保対策協議会  委 員 会長 隅 喜 彦 

 

４ 会の運営 

（１）役員会・総会の開催 ※Zoomを使用しての Web会議形式 

  ア 期  日 令和４年５月１１日(水） 

  イ 上程議案 

第１号議案 令和３年度 事業報告について 

     第２号議案 令和３年度 決算報告について 

     第３号議案 令和４年度 事業計画（案）について 

     第４号議案 令和４年度 収支予算（案）について 

 

（２）監査の実施  

  ア 期  日 令和４年４月２７日（水）・５月１０日（火） 

  イ 監査事項 (ｱ) 令和３年度 事業報告について 

(ｲ) 令和３年度 決算について 


